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９／２５（月）　我喜屋区では神アシャギでイリファ（道ジュネー）、棒術、舞踊３芸

を奉納しました。公民館では棒術とイリファが披露されました。伝統の棒術は、太鼓や

ドラ鐘を叩き、ホラ貝と爆竹を鳴らしながら勇ましい 13 通りの型が披露されました。

長かったコロナ禍が明け、
４年ぶりに各字で豊年祭が開催されました。

我喜屋区

９／２６（火）　島尻区では神アシャギで

小中学生も交えた勇壮な棒術の他、舞踊３

芸が奉納されました。その後公民館で幕開けのかぎやで風

から加那ヨー天川まで 17 芸が披露され、豊年祈願祭を盛

り上げました。棒術や舞踊も若い世代の活気に満ちて、古

来より続く豊年祈願祭の新たな芽生えを感じさせました。

島尻区

前泊区のイリファ
（道ジュネー）
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９／２７（水）　前泊区では五穀豊穣をもたらす神 弥勒（ミルク）を先頭に、スーリ東節と

稲しり節の曲に合わせてシヌグ堂まで練り歩くイリファ（道ジュネー）が行われました。

　その後ステージでは「かぎやで風」や「上り口説」の他、エークを使った「鳩間節」や「鏡

石太鼓」、「前泊エイサー」など前泊独自の芸も披露。更に島外から仲宗根創さんと知念勝

三さんによる民謡ショーと宮城恵子舞踊道場の子ども達による可愛らしい舞踊も披露され、

訪れた人達を楽しませました。

９／２６（火）　田名神社と殿内で五穀豊穣の祈りを捧げました。今年

の豊年祭は諸事情により公民館舞台での開催は行わず、小中学生による「か

ぎやで風」と「二才踊り」、青年会の「上り口説」の３芸を神アシャギで

奉納しました。多くの区民が神アシャギを訪れ、暑い中一生懸命踊ってく

れた演者たちへ激励の拍手が送られました。

９／２６（火）　野甫

区では殿内で豊年祈願

祭が行われました。４

年ぶりの祈願祭には村内外から大勢の人が駆けつけ、大盛況とな

りました。テンポが速く力強い棒術の後、「かぎやで風」で幕を

開け、「上り口説」や、「ハンタ毛」、また名護の城青年会による「七

福神」などが披露され、観客らと共に今年一年の豊年を祈願しま

した。

田名区

前泊区

野甫区
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９／２９（金）　シヌグ堂に公民館役員らが集まり、

十五夜行事が行われました。ご馳走を供え、五穀豊穣

と前泊区の発展を祈願した後、一人ずつカチャーシー

を踊り、イリファでお迎えした神様を送るヌジファの

儀式が行われました。

中秋の名月のこの日、残念ながら雲に隠れて綺麗な

満月は拝めませんでしたが、一行は公民館の中庭へ移

動しご馳走を囲んでお月見を楽しみました。

９／２４（日）　豊年祭前日に殿内で神酒や酒肴を供えて稲の豊作を祈願する我喜屋区の伝統行事テルコグ

チが旧暦の８月１０日のこの日行われました。

　古くから稲作は食料上位の作物として重んじられていた為、作付けの順序を織り込んだ歌「テルコグチ」を区長

や班長等が奉納し、殿内火神所、アンナドゥンチ、ガンジャドゥンチの３カ所で祈願します。

　以前は三線や太鼓にあわせてテルコグチが生歌で唄われていましたが、現在は伝承者がいないため録音した

テープで行っています。

　殿内等で祈願を終えると、公民館からテルコグチの歌を区の防災無線で流して行事は修了となります。各家庭

ではススキで作ったシバサシ（柴差し）を家屋の門や四隅などに差して厄払いが行われます。

１０／１１（水）　村 PTA 連合会主催の「童話・お話・意見発表大会」が総合センター大ホールで開催

されました。

　会場には村内３校の児童生徒をはじめ、保護者

や一般参観者、教育関係者ら多くの人が来場し、

各学校から代表に選ばれた８名の皆さんは緊張し

た様子を見せながらも、舞台上で元気よく堂々と

発表しました。

審査の結果３名が最優秀賞に選ばれ、伊平屋村

代表として１１月に行われる北部地区大会に出場

します。
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１０／１７（火）　今年で販売２０周年を迎える味

付けカップもずく「モズキッズ」をヒット商品に持ち、

沖縄県を中心にモズク製品や特産品の加工品などを取

り扱う（株）マルキン海産さまより、村育英会と野甫

区へ寄附金の贈呈がありました。

　代表取締役会長の金城久森さんは野甫区出身で、今

回会長としての役目を終え退任するこの機会に「伊平

屋村のために役立ててもらいたい」と、今回ご寄附に

至り、伊平屋小学校、伊平屋中学校、野甫中学校、保

育所へ「みんなで食べて下さい」と、モズキッズを贈

呈しました。

　お礼の挨拶で伊平屋中学校生徒会長の宮城孝介さんは「提供して頂いたもずくはみんなで美味しくいた

だきます。育英資金については、島発ち後の高校生活や大学生活で充実した学校生活が送れるよう大切に

活用したいです。」と感謝の気持ちを述べました。

９／２７（水）　今年古稀を迎えた伊平屋中学校１８期

生の皆さまから「伊平屋村の為に役立てて下さい」と村へ

寄附がありました。西銘貞雄さんをはじめ代表者４名が役

場村長室を訪れ、名嘉律夫村長へ寄附金が手渡されました。

　伊平屋中１８期生の皆さま、ありがとうございました！

１０／２（月）　役場２階会議室で農業委員辞令交付式が行われました。第１８期農業委員に選任され

た５名の皆さんへ辞令が手渡され、金城時正副村長より激励の言葉が送られました。また、１０月１１日

には農地利用最適化推進委員の辞令交付式が行われ、５名の皆さんへ辞令が手渡されました。

㈱マルキン海産さま、ありがとうございました！

第１８期　伊平屋村農業委員
（左から）武井圭介さん、比嘉小百合さん、真栄田守さん、
末吉三七男さん、宮城義一さん

第３期　伊平屋村農地利用最適化推進委員
（左から）津田隆一さん、東江章雄さん、伊禮幹夫さん、
名嘉和子さん、嘉納みつるさん
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伊平屋村国民健康保険運営協議会よりお知らせ

①沖縄県は国民健康保険料（税）の水準統一に向けて各市長村と協議を行っています。
※水準を統一することにより、県内どの市町村に住んでいても保険料が同じであることを理想とする
もの。
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②伊平屋村国民健康保険の現状
伊平屋村の国保加入者は他市町村と比べ平均年齢が高く医療費が高い状況ですが、加入者一人当たり
の所得が低いため保険税も低くなっています。そのため、一人当たりの療養費は高い反面、保険税は
安く、大幅な赤字が生じています。
現在、伊平屋村国民健康保険運営協議会は、赤字解消に向けて税率改定の協議を行っています。

令和２年度資料
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講習会名 受講料 定員 日　時 会　場 備　　考

研削といしの取替等
業務特別教育

会員
￥9,420（テキスト代込）
非会員
￥12,720（テキスト代込）

40 名 　11/28（火）8:50 ～ 16:30 北部会館３階
（名護市宇茂佐の森 5-2-7）

研削といしの取替え、又は取り
換え時の試運転業務をする者
ベビーサンダー・エンジンカッ
ター高速カッター等といし刃を
使用するものに限る

粉じん作業業務特別教育
会員
￥8,980（テキスト代込）
非会員
￥12,280（テキスト代込）

40 名 　11/29（水）9:50 ～ 16:00 北部会館３階
（名護市宇茂佐の森 5-2-7）

粉じん作業の業務に従事する
者

特定化学物質・四ｱﾙｷﾙ鉛
等

作業主任者技能講習
￥13,380（テキスト代込） 40 名

　12/7（木）8:50 ～ 16:30
　12/8（金）9:00 ～ 17:40

北部会館３階
（名護市宇茂佐の森 5-2-7）

特定化学物質を製造し、また
は取り扱う作業には特定化学
物質等作業主任者を選任し、
その者に関係労働者を直接指
揮させなければならいない

玉掛け技能講習

免除有
￥25,930（テキスト代込）
免除無
￥27,930（テキスト代込）

36 名
学科 12/18（月）8:50 ～ 17:00
　    12/19（火）9:00 ～ 17:00
実技 12/20（水）8:30 ～ 18:30
　    12/21（木）8:30 ～ 18:30

学科　北部会館３階
（名護市宇茂佐の森 5-2-7）
実技  ネオパークオキナワ

（名護市字名護 4607-41）

吊 り 上 げ 荷 重 1 ｔ 以 上 の ク
レーン等を使用する場合の、
玉掛け業務
実技は 12/21・12/22 いずれ
か一日です。申し込み順に決
定します。

フォークリフト運転技能
講習 ￥46,650（テキスト代込） 20 名

学科　1/15（月）8:50 ～ 18:30
実技
　1/16（火）～19（金）４日間
　　　　　　　　8:30 ～ 17:00

学科　北部会館３階
（名護市宇茂佐の森 5-2-7）
実技  ネオパークオキナワ

（名護市字名護 4607-41）

最大荷重 1 ｔ以上のフォー
クリフトの運転業務

（道路上の走行を除く）

労働安全衛生法に基づく令和５年11・12・1月講習会のご案内

※申込みは先着順の受付とし、定員になり次第締め切らせて頂きます。
※受講者が少ない場合は、中止又は延期になる場合があります。予めご了承ください。
※顔写真１枚（縦４cm× 横８cm）必要となりますのでお申込み時に提出して下さい。
※受け付け後の申込書と受講料はお返しいたしません。講習日程の振替も行いませんの
で、キャンセルや遅刻、欠席をしないよう御注意ください。

お問い合せ先　
（一社）沖縄県労働基準協会  北部支部
名護市宇茂佐の森 5-2-7（北部会館４階）
　TEL：０９８０－５4 －４７００
　FAX：０９８０－５２－７００４

 本部警察署よりお知らせ
★指名手配被疑者の検挙にご協力を！
　令和５年８月末現在、全国の警察から指名手配されている者は、凶悪事件などで特に警察庁が指定して

いる重要指名手配被疑者をはじめとして、約 540 人に上っています。これらの被疑者は、殺人、強盗等

の凶悪事件のほか、暴行、傷害、窃盗、横領等の事件に関して指名手配されており、再び犯行を行うおそ

れがあります。警察では、特に重大な犯罪の被疑者を選定した上で、11 月中に全国警察の総力を挙げて

追跡捜査を行うこととし、これら被疑者の早期検挙に取り組んでいるところです。

　指名手配被疑者の発見に向けた捜査活動には、国民の皆さんのご協力が是非とも必要です。指名手配被

疑者によく似た人を見掛けたといった情報など、どんなわずかなことでも結構ですので、警察に通報して

いただくようお願いします。
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　沖縄県の「沖縄しまっちんぐ推進事業」を活用して「地域×福祉から島の未来を共創する５泊６日」

をテーマに「沖縄しまむすびワーケーション＠伊平屋」が９月 23 日（土）から 28 日（木）までの期間

開催され、参加者とスタッフの５名が約１週間滞在し、島の生活を体験しました。

この企画は「地域と参加者が共に地域の課題に向き合う」ことを特徴としており、参加者達は福祉人材

が不足している伊平屋村の課題を知り、豊年祭などの伝統文化の継承も「協力し合う」、「絆を深める」と

いう要素で地域の福祉力向上に関わっていることなどを今回のツアーを通して体感しました。

　参加者からは「島の子ども達の元気な姿から、幸福度の高さを感じた」、「たくさんの人に伊平屋のこと

を伝えていきたい」などの感想が寄せられました。

１０／１０（火）　村社会福祉協議会主催による「食事でつくる家族の健康」と題

した食事トレーニング・セミナーが村産業連携拠点センターで開催されました。

　スポーツフードアドバイザー、スポーツメンタルトレーナー、食事管理士の資格を

持ち、村のミニデイ講師としても指導を行っている玉木千春さんを招き、食事管理の

大切さについて講演が行われました。会場には 30 名あまりが来場し、継続できる食

事管理やメンタル面について学びました。

９／２１（木）　身近な植物の葉の多様性に気づき、自然や生き物への関心を引き出すことを目的に、

沖縄県地域環境センター主催の環境出前講座「My　Leaf」が我喜屋公民館で開催されました。

　講師に比嘉佳織氏と田場美妃子氏を招いて行われた講座には、幼稚園生から小学生までの子ども達３５

名が参加し、ステンシルトートバッグ作りを体験しました。

　子ども達ははじめに葉っぱの形や葉のふち、模様（葉脈）が植物によって違うことを学び、事前に集め

た葉っぱに布用のインクを塗って葉っぱのスタンプを作り、楽しそうにトートバッグに葉脈を転写しまし

た。作品作りが進むにつれ、新たな葉脈を求めて自分たちで葉っぱを取りに行く行動も見られ、自然への

関心が高まっているようでした。

　仕上げにマー

カーで名前や絵

を描いて、世界

に一つだけのオ

リジナルトート

バッグを完成さ

せました。
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伊平屋保育所運動会

１０／７（土）　伊平屋村民俗芸能保存会 10 周年記念公演が村産業連携拠点センターで開催されました。

　各支部を代表する島の子ども達や青年達が堂々とした素晴らしい演舞を披露し、村出身で同会の名誉顧問を務

め、人間国宝にも認定されている西江喜春先生も地謡に加わり、会を盛り上げました。

　また、島外から沖縄伝統音楽安冨祖流保存会の皆さんと琉球舞踊家宮城流豊舞会師範の小嶺和佳子氏による格

式高い舞踊も披露されました。

　主催者あいさつで西江喜進会長はこれまでの 10 年間を振り返り、村内で受け継がれてきた伝統文化を県内外

へ発信していくことの重要性について触れました。

１０／７（土）　「えがおがいっぱいうんどうかい」をテー

マに、伊平屋保育所の運動会が保育所園庭で行われました。

　１歳児・２歳児のかけっこと３歳児・４歳児のリレーか

ら始まり、よちよち走る子ども達や力強く走る子ども達に、

会場に訪れた保護者や関係者から盛んな声援が送られまし

た。障害物あそびと運動あそびでは、平均台を渡ったり、

フラフープを回したり、荷物運びなどの競技が行われ、最

後の親子競技では親と子に別れて玉投げ競争が行われ、見

事、園児達が勝利し喜びの歓声をあげました。

　閉会式では親子全員で触れあう親子リズム体操を楽し

み、新垣晃弘所長のお礼の挨拶と、園児達の元気な「おわ

りのことば」でプログラムの幕を閉じました。

伊平屋村民俗芸能保存会１０周年記念公演
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第１回　村民運動会
１０／１４（土）　友愛と健康の広場で「第１回村民運動会」が開催されました。これまで陸上競技大会

として長年開催されていましたが、コロナ禍が明け久しぶりの開催に伴い、子どもからお年寄りまで楽しめ

るイベントをと、村民運動会としての開催となりました。

　爽やかな秋空の下、これまで行われてきた 100 ｍ走やリレー・砲丸投げ等のほか、新たに縄跳びリレー

や大縄跳び、５人６脚、グラウンドゴルフリレーなどの種目も加わり、各字対抗で熱戦が繰り広げられまし

た。普段運動している人や、練習無しのぶっつけ本番で挑む選手も入り交じり、転んだりするハプニングも

ありましたが、観客達は大声援を送りハラハラドキドキしながらも大いに盛り上がり、子どもからお年寄り

までみんなで爽やかな汗を流しました。

大会結果　■総合１位：田名区　■２位：前泊区

　　　　　■男子１位：田名区　■女子１位：我喜屋区

　　　　　■応援賞：我喜屋区
おめでとう
ございます！

皆さん
お疲れさまぁ
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表紙写真（場所：米崎ビーチ　撮影：金城勇人）

伊平屋村
人口動態

( 令和５年７月末現在）

田 名 前 泊 我 喜 屋 島 尻 野 甫 合 計 増   減
男 155 133 159 155 46 648 1 
女 114 120 152 113 40 539 -2
計 269 253 311 268 86 1,187 -1 

世帯数 131 118 167 140 54 610 -4

伊平屋村の行事予定表　schedule
12 月　December

1 日 金 島発ち発表会　学推実践発表会（展示）

２日 土
学推実践発表会（発表・展示）
保育所おゆうぎ会

５日 火 予防接種

７日 木 ミニデイ（田名・前泊）

８日 金 保育所ムーチー作り

12 日 火 ミニデイ（我喜屋）

13 日 水
ミニデイ（島尻）
伝統文化学習・弁当の日

14 日 木
ミニデイ（野甫）　幼児歯科検診（AM）
泉とオバーのよんな～笑って介 GO ～

16 日 土 伝統文化学習発表会

19 日 火 予防接種

20 日 水 保育所お楽しみ会

21 日 木 ミニデイ（田名）

22 日 金 ミニデイ（前泊）

25 日 月
２学期終業式（３校）
固定資産税納期限（第３期分）

26 日 火 ミニデイ（我喜屋）

27 日 水 ミニデイ（島尻）

28 日 木 ミニデイ（野甫）　官公庁御用納め

11月　November

２日 木 PM：インフルエンザ予防接種

３日 金 文化の日

７日 火 予防接種　伊中・野中修学旅行（～ 11/10）

９日 木
ミニデイ（田名）
ふれあうやんばるの集い運動会（伊江村）

10 日 金
ミニデイ（前泊）
親子ふれあい地域療育等支援事業

12 日 日
第 29 回　各支部対抗球技大会（ソフトボ
ール）

14 日 火 ミニデイ（我喜屋）

15 日 水 ミニデイ（島尻）  伝統文化学習・弁当の日

16 日 木 ミニデイ（野甫）

17 日 金 PM：こころの健康相談

18 日 土 AM：こころの健康相談

21 日 火 予防接種

23 日 木 勤労感謝の日　学習発表会（伊小）

24 日 金 離島フェア（～ 11/26）

25 日 土 学習発表会（野甫）

28 日 火 ミニデイ（我喜屋）

29 日 水 ミニデイ（島尻）

30 日 木 ミニデイ（野甫）

しまくとぅば県大会出場・JOC沖縄県代表選出報告
１０／２６（木）　伊平屋小学校４年生の与那覇彩世さんと與那嶺彩音さん、伊平屋中学校３年生の宮

城孝介さんが役場村長室を訪れ、彩世さんと彩音さんが「しまくとぅば県民大会」の出場決定報告を、孝

介さんが JOC 中学バレーボール男子沖縄県代表選手に選出されたことをそれぞれ名嘉律夫村長へ報告し

ました。

　しまくとぅば県大会に出場する彩世さんと彩音さんは「しまくとぅばの発音を覚えるのが難しかった。」

「県大会では大きな声で、予選のときよりも上手に発表したい。」とそれぞれ話し、１２月２５日から大阪

府で開催される「第３７回全国都道府県対抗中学バレーボール大会」に県代表で出場する孝介さんは「こ

れまでセッターとして練習を頑張ってきました。大会での目標はコートに立つこと。仲間と協力して頑張

りたい。」と抱負を述べました。

　名嘉律夫村長は「小さな伊平屋

島からそれぞれの大舞台で活躍す

ることは島の誇り。これまでの

練習の成果を発揮し、悔いの無い

よう精一杯頑張ってきてほしい。」

と３人を激励しました。


